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建築積算
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^

一般事務約12年

験

D企業を育て地域をのばす商工会議所ぐ

言姦員
医療事務 2.6年

経理事務

子
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1

建築積算約17年

洋裁 工

,

110,000円

130,000円

130,000円

180,000円

170,000円クギ、線メッキ
の原料洗海26年

研修会

゛

人

一般事務

叉W姦ぎ瞥

奈良県倒産状況 12月

1南翅更

美容部員 4年

経理事務

の

i

8.00~5.00
(日曜)

希

8.00~5.00
(日曜)

Ⅱ

8.00~5.00
(日曜)

1

望

件数

6

12

月

7年

奈良市
通

大阪奈良
通

80,000円

100,000円

出来高払可

80,000円

120,000円

8.00~5.00
(日曜)

4.8年

帝国
興信所

前年同月

月

(内整理を含を負債1,000万円以上)
乗客数(12月)

8.00~5.00
(日曜)

金

17.1年

奈良県内
通

不問

不問

4億4,200万円

10.00~6.00
()

2

額

15年

招.要

月別

大阪奈良
通

奈良市
通

9.00~5.00
細曜・祝日)
9.00~5.00

1億4,000万円

配偶者

ノ

jj炉更E

不問

4
10億
3,000万円

奈良市消費者物価指数

奈良市
通

奈良市
大阪市通
奈良市
通

奈良市
通

奈良市
通

不問

不問

9.00~5.00
()

第Ⅱ3号掲載分

10

9.00~5.00
()

国鉄奈良駅

Ⅱ

高卒
普通自動車免許

不問

不問

不問

不問

不問

総合

生駒市

月

乗

月

12

Ⅱ

卒
普通自動車免許

対前月比

118.1 1.0

(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

客

月

工業高校建築科
二級建築士普通自動車免許

月

奈良交通名所めぐり

467,47フ

1,爽織"、ゞ""、',無ル'一轟Y、イ苛

奈良公園

Ⅱ月

中卒リフト免許
普通自動車免許

対前年同月比

116.2 -1.6

".Y 写'、、,、、

乗

448,911

高卒

客

11,634

高卒

6.6

食料

2,692

職業紹介状況 a2月)
(学卒パートを除く)

高卒

5.1

116.3

住居光熱

高卒

5,220

項目
新

113.0

111.フ

月間有効求人

(昭和50年=100)

規

964

区分

113.1

116.フ

被服

人

卒高
無
無
有
有
有

鄭
1

無
無
有
有
有

卒一局
ニ
ミ

本

年
年
4
6

約
1

業
務

営
事

亀
ゞ

計

員店
服
売
人
販

婦

数

今
月
十
六
日
か
ら
確
定
申
告
の
受

付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
言
わ
ぱ
一
年

間
の
総
決
算
の
時
で
あ
る
と
同
時
に

頭
の
イ
タ
イ
時
期
で
、
あ
り
ま
す
。

▼
こ
の
時
期
に
な
る
と
決
ま
っ
て
あ

わ
て
る
人
が
お
り
、
当
所
に
も
一
日

に
数
件
の
問
合
せ
が
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
当
所
で
は
こ
の
よ
う
な
方
の

た
め
に
確
定
申
告
が
始
ま
る
十
六
日

か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
確
定
申
告
の

無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
▼
し
か
し

何
七
盲
っ
て
も
大
事
な
こ
と
は
日
常

の
記
帳
健
全
経
営
1
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
る
節
税
・
・
・
・
・
・
と
、
経
営
の
基
本

は
記
帳
か
ら
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
▼
解
か
ら
な
い
点
は
お

気
軽
に
当
所
ま
で
船
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。
今
年
こ
そ
"
記
帳
の
習
慣
'

を
つ
け
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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最
近
の
中
小
企
業
の
景
況
は
、
一

部
業
種
を
除
き
依
然
と
し
て
停
滞
を

続
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
企
業
倒
産
は
高

水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
倒
産
企
業

の
う
ち
資
本
金
五
千
万
円
未
満
の
企

業
が
九
九
%
以
下
で
、
倒
産
企
業
の

圧
倒
的
多
数
は
中
小
企
業
に
ょ
っ
て

占
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
低
成
長
期
下
に
邪
け
る
倒

産
の
社
会
的
影
響
は
よ
り
深
刻
で
あ

り
、
倒
産
件
数
の
増
加
等
に
ょ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
社
会
不
安
が
景
気
低

迷
を
一
層
進
行
せ
し
め
る
要
因
と
な

つ
て
い
る
。

企
業
倒
産
が
、
景
気
の
悪
化
に
付

随
し
て
発
生
t
る
こ
と
か
ら
み
て
、

企
業
倒
産
を
防
止
す
る
基
本
的
施
策

は
、
景
気
振
興
策
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
諸
般
の
事
情
か

ら
今
後
の
経
済
成
長
の
減
速
が
不
可

避
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ぱ
、

今
後
は
景
気
拡
大
策
は
企
業
倒
産
防

止
効
果
の
多
く
を
期
待
す
る
こ
と
は

困
難
な
面
が
あ
り
、
こ
れ
を
補
完
す

る
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

本
年
四
月
か
ら
施
行

特
に
中
小
企
業
の
連
鎖
倒
産
は
、

わ
が
国
経
済
の
構
造
的
要
因
か
ら
も

た
ら
さ
れ
る
し
わ
寄
せ
の
結
果
と
し

て
、
中
小
企
業
に
特
徴
的
に
発
生
す

る
問
題
で
あ
り
、
ま
た
経
済
社
会
全

体
に
波
及
す
る
各
種
の
影
響
が
大
き

い
こ
と
に
か
ん
が
み
、
そ
の
防
止
に

つ
い
て
は
、
景
気
振
興
そ
の
他
の
一

般
的
な
倒
産
防
止
対
策
に
付
加
し
て

特
段
の
措
置
を
準
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
中
小
企
業

連
鎖
倒
産
防
止
対
策
と
し
て
、
①
中

小
企
業
信
用
保
険
法
に
基
つ
く
、
倒

産
関
連
保
証
特
例
制
度
及
び
、
②
中

小
企
業
倒
産
対
策
緊
急
融
資
等
の
施

策
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
連
鎖
倒

産
防
止
の
た
め
、
重
要
な
役
割
を
果

し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
制
度

に
つ
い
て
も
金
融
制
度
の
枠
内
で
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
早
と
、
担
保
、
保
証
を
要
し
、

種
々
の
審
査
等
避
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
限
界
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
金
融
制
度
の
枠
を

、
〆

超
え
た
制
度
、
具
体
的
に
は
信
用
面

で
の
審
査
を
要
せ
ず
、
簡
易
迅
速
に

当
面
の
資
金
繰
り
難
を
解
消
す
る
た

め
、
必
要
な
資
金
手
当
を
受
け
ら
れ

る
制
度
の
創
設
が
必
要
と
な
り
、
そ

こ
で
先
の
第
八
十
二
臨
時
国
会
に
お

い
て
成
立
し
た
の
が
、
中
小
企
業
者

の
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
く
共
済

制
度
に
ょ
り
、
倒
産
関
連
企
業
に
貸

付
給
付
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
し
た

「
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
法
」
で

あ
る
。中

小
企
業
倒
産
防
止

共
済
法

①
概
要

こ
の
法
律
は
、
中
小
企
業
者
の
相

互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
い
た
共
済
制

度
と
し
、
取
引
先
企
業
の
倒
産
の
影

響
を
受
け
て
中
小
企
業
が
倒
産
す
る

等
の
事
態
の
発
生
を
防
止
し
、
そ
の

経
営
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

②
共
済
契
約

共
済
契
約
者
に
一
定
の
共
済
事
由

が
生
じ
た
場
合
に
、
掛
金
の
額
の
十

倍
の
範
囲
内
で
一
定
の
共
済
金
の
貸

付
を
行
う
契
約
と
す
る
。

③
加
入
者
の
資
格

中
小
企
業
者
で
あ
っ
て
、
引
き
続

き
一
年
以
上
事
業
を
行
っ
て
い
る
者

と
す
る
。

④
共
済
事
由

共
済
契
約
者
の
取
引
先
企
業
に
倒

.
'

産
が
生
じ
、
こ
れ
に
伴
い
売
掛
金
債

権
等
の
回
収
困
難
が
生
じ
る
こ
と
。

⑤
掛
金

①
毎
月
納
付
す
る
掛
金
の
額
は
、

五
千
円
、
一
万
円
、
一
万
五
千
円

及
び
二
万
円
と
す
る
。

②
掛
金
に
つ
い
て
は
税
法
上
損
金

扱
い
の
特
典
を
付
す
こ
と
と
す
る

⑥
共
済
金
の
貸
付

共
済
事
由
が
生
じ
た
場
貪
共
済

契
約
者
は
掛
金
の
十
倍
の
範
囲
内
で

被
害
額
相
当
の
共
済
金
の
貸
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑦
共
済
金
の
貸
付
条
件

無
利
子
、
無
担
保
、
無
保
証
、
返

済
期
問
五
年
(
据
置
期
間
を
含
も

以
内
と
す
る
。

⑧
契
約
の
解
除
及
び
契
納
手
当
金

共
済
契
約
者
は
、
い
つ
で
も
契
約

を
解
除
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、

解
約
手
当
金
を
支
給
す
る
。

⑨
承
継

共
済
奨
約
者
に
つ
い
て
、
相
続
、

合
併
、
事
業
の
全
部
の
譲
渡
し
が
あ

つ
た
と
き
は
、
そ
の
包
括
承
継
人
又

は
事
業
の
全
部
の
譲
受
け
人
は
、
共

済
契
約
者
の
地
位
を
承
継
t
る
こ
と

が
で
き
る
。

⑩
制
度
発
足
当
初
に
掛
金
前
納
を
し

た
者
の
特
例

本
制
度
施
行
後
一
年
以
内
に
本
制

度
に
加
入
し
た
契
約
者
に
つ
い
て
は

掛
金
の
一
括
前
納
を
認
め
る
。

た
だ
し
、
そ
の
場
合
の
共
済
事
由

(

一
般
の
金
融
機
関
で
割
引
い
た

1受
取
手
形
の
不
渡
り
に
限
定
し
、
共

済
金
の
貸
付
額
は
手
形
の
額
面
額
と

す
る
。

⑪
実
施
主
体

中
小
企
業
共
済
事
業
団
を
運
営
主

体
と
す
る
。

ま
、

⑫
国
の
助
成

中
小
企
業
共
済
事
業
団
の
事
務
運

営
経
費
及
び
異
常
事
態
等
に
備
え

て
の
所
要
の
基
金
に
つ
き
、
一
般
会

計
か
ら
の
補
助
及
び
出
資
を
行
う
と

と
も
に
、
加
入
者
の
掛
金
に
つ
き
税

制
上
の
特
例
措
置
を
準
る
。

子
入

議
員
異
動

人
事
異
動
に
と
も
な
う
当
所
議
員

異
動
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
諸
氏

が
新
議
員
に
就
任
さ
れ
た
。

、
《

璋
正

田
田

▽
和
光
証
券
鵠
奈
良
支
店

支
店
長
榎
本
敏
次
氏

(
旧
米
田
瑛
氏
)

〔
昭
詔
年
Ⅱ
月
釦
日
付
)
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不
況
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打
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奈
良
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産
自
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車
総

社
長
上
原
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春
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市
町

新
春
恒
例
の
新
年
賀
会
は
先
月
六

日
、
当
所
五
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て

奥
田
知
事
、
鍵
田
市
長
ら
来
賓
は
じ

め
当
所
会
員
、
経
済
同
友
会
、
当
所

友
好
倶
楽
部
関
係
者
ら
約
四
百
名
が

集
い
盛
大
に
開
催
不
況
色
の
強
い

中
に
も
拘
ら
ず
、
会
場
は
熱
気
に
温

れ
近
年
に
な
い
盛
り
上
が
り
を
み
せ

ナ
賀
会
は
、
ま
ず
上
田
会
頭
が
「
長

期
不
況
、
加
え
て
円
高
シ
"
ツ
ク
と

本
年
の
経
済
界
は
厳
し
い
難
局
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
不
況
を

乗
り
切
る
に
は
企
業
の
自
助
努
力
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
と
も
に
商

工
会
議
所
の
果
た
t
役
割
も
重
大
に

な
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

杉
山
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
は
「

今
年
は
ふ
る
い
落
し
の
年
と
言
え

る
。
我
々
は
、
こ
の
ふ
る
い
に
か
け

ら
れ
な
い
よ
う
一
層
の
努
力
を
重
ね

て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」
と
経

済
人
の
奮
気
を
促
し
た
。

こ
の
後
、
小
林
副
会
頭
よ
り
当
り

昭
和
五
十
三
年
新
年
賀
会
開
催

、

コ
見
、
,一

ι

タy
 
1

"
L

゛'

考
、
゛

」

弌

J.1

コ
゛

.
,

▽
野
村
証
券
鵠
奈
良
支
店

支
店
長
気
谷
時
男
氏

(
旧
三
輪
静
香
氏
)

〔
昭
和
聡
年
姶
月
飢
日
付
)

.
ι

'

/
J

年
の
下
出
久
治
郎
氏
は
じ
め
三
十
三

名
に
縁
起
も
の
の
破
魔
矢
が
手
渡
さ

れ
、
統
い
て
奥
田
知
事
、
鍵
田
市
長

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
披
露
さ
れ
、

そ
の
後
、
富
和
近
鉄
社
長
の
音
頭
で

乾
杯
、
祝
宴
に
入
っ
た
。

各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
厳
し
い
経
済

環
境
下
に
も
、
新
年
に
対
す
る
新
た

な
決
意
と
と
も
に
交
歓
風
景
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
正
午
す
ぎ
散
会
し
た
。

西
郡
生
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目
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一
九
七
五
年
か
ら
欧
米
諸
国
は
減

税
を
中
心
に
国
内
需
要
の
拡
大
に
努

め
た
の
で
、
七
六
年
に
入
る
と
景
気

は
回
復
し
九
が
、
輸
入
が
増
加
し
て

国
際
収
支
は
悪
化
し
た
。
そ
こ
で
西

欧
諸
国
は
引
締
め
に
転
じ
九
の
で
、

七
七
年
に
入
る
と
景
気
は
悪
化
し
た

国
際
収
支
は
回
復
に
向
っ
た
。

、
、
、
、
力こ

う
し
て
七
七
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ

だ
け
が
世
界
景
気
を
支
え
る
形
と
な

り
、
貿
易
、
経
常
赤
字
も
前
年
の
九

十
三
億
ド
ル
、
十
四
億
ド
ル
か
ら
三

百
億
ド
ル
、
三
百
億
ド
ル
近
く
に
ま

で
急
増
す
る
有
様
と
な
っ
た
。

日
本
は
七
五
年
い
ら
い
国
内
需
要

の
拡
大
を
怠
り
、
欧
米
諸
国
の
景
気

回
復
努
力
に
便
乗
し
て
輸
出
を
拡
大

し
、
こ
れ
を
テ
冨
に
景
気
回
復
を
図

つ
九
。
そ
こ
で
七
六
年
は
貿
易
、
経

常
黒
字
が
九
十
九
億
ド
ル
、
三
十
七

億
ド
ル
と
な
り
、
七
七
年
に
は
百
七

十
億
ド
ル
、
百
億
ド
ル
を
こ
え
る
情

勢
と
な
っ
た
。

変
動
相
場
制
の
下
で
は
対
外
黒
字

が
増
加
す
る
と
、
円
レ
ー
ト
が
上
昇

娩
ト

メ
ン

絽一"

し
て
自
律
的
に
均
衡
が
回
復
す
る
は

ず
で
あ
る
が
、
当
局
が
市
場
介
入
し

て
円
{
女
レ
ー
ト
を
維
持
し
た
た
め
、

対
外
黒
字
の
拡
大
が
絖
い
た
わ
け
で

あ
る
。
そ
こ
で
不
況
と
失
業
を
輸
出

t
る
近
隣
窮
乏
化
政
策
と
し
て
日
本

の
行
動
が
非
難
の
的
と
な
っ
た
の
も

当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
選
択
的
な
円
高
を
求
め

る
外
圧
が
強
ま
り
、
当
局
も
市
場
介

入
を
控
え
た
の
で
、
本
年
九
月
か
ら

円
相
場
が
急
騰
し
、
十
一
月
下
旬
に

は
対
ド
ル
ニ
百
四
十
円
の
新
高
値
を

記
録
す
る
に
至
っ
九
。
日
本
で
は
そ

の
ス
ピ
ー
ド
に
注
目
し
て
、
投
機
に

よ
る
過
大
な
円
高
レ
ー
ト
と
す
る
声

が
高
い
が
、
欧
米
諸
国
で
は
黒
字
幅

の
大
き
さ
に
着
目
し
て
、
な
お
円
安

レ
ー
ト
と
み
る
向
き
が
多
い
0

さ
て
円
の
対
ド
ル
相
場
は
、
短
期

的
に
は
市
場
の
需
給
で
決
ま
る
が
、

長
期
的
に
は
そ
の
価
値
1
購
買
力

で
決
ま
る
0
 
そ
こ
で
円
が
フ
ロ
ー
ト

に
移
っ
て
対
ド
ル
ニ
百
六
十
五
円
の

相
場
が
続
き
、
日
米
両
国
の
経
常
収

支
が
ほ
ぽ
均
衡
に
転
じ
た
七
三
年
四

t
六
月
期
を
基
準
と
し
、
そ
の
後
の

購
売
力
の
変
化
を
加
味
し
た
適
正
レ

ー
ト
を
推
定
し
て
み
ょ
う
。

日
本
で
は
一
次
産
品
価
格
の
上
昇

が
大
き
か
っ
た
た
め
、
本
年
七
1
九

月
期
ま
で
に
総
合
卸
売
物
価
で
計
っ

た
円
の
購
買
力
は
、
ド
ル
よ
り
四
%

弱
低
下
し
た
か
ら
、
同
基
準
で
は
二

百
七
十
五
円
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
工

業
製
品
基
準
で
は
、
円
の
購
買
力
が

ド
ル
よ
り
八
%
弱
上
昇
し
た
か
ら
二

百
四
十
五
円
で
あ
る
。

七
六
年
秋
い
ら
い
日
本
の
物
価
は

定
定
し
、
ア
メ
リ
カ
の
上
昇
は
な
お

続
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
十
1
十
二

月
期
は
総
合
卸
売
基
準
で
は
二
百
七

十
円
、
工
業
製
品
基
準
で
は
二
百
四

十
円
と
推
定
さ
れ
る
。
で
は
一
体
ど

ち
ら
が
、
対
外
均
衡
を
実
現
す
る
適

正
レ
ー
ト
な
の
で
あ
ろ
う
か
0

円
高
相
場
は
輸
出
価
格
を
上
昇
さ

せ
て
輸
出
を
抑
え
、
輸
入
価
格
を
低

下
さ
せ
て
輸
入
を
促
進
す
る
。
つ
ま

工
業
製
品
基
準
が
適
正
レ
ー
ト
に
近

い
と
い
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
日
本
の
輸
出
の
九
六
%
は

工
業
製
品
で
あ
る
が
、
輸
入
で
は
二

0
%
と
異
常
に
低
く
、
食
料
が
一
五

%
の
他
、
原
燃
料
が
六
五
%
と
異
常

に
高
い
。
し
か
も
食
料
に
は
厳
し
い

輸
入
制
限
が
あ
る
た
め
、
円
高
に
な

つ
て
も
増
加
し
な
い
し
、
原
燃
料
の

輪
入
は
産
業
活
動
の
水
準
に
依
存
す

る
か
ら
、
円
高
に
な
っ
て
も
不
況
下

で
は
増
加
し
な
い
。

つ
ま
り
日
本
の
現
状
で
は
、
円
高

に
ょ
る
経
常
収
支
の
均
衡
は
、
輸
入

の
増
加
で
は
な
く
、
輸
出
の
抑
制
に

よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
。
し
元
が
っ
て
今
期
の

適
正
レ
ー
ト
は
、
総
合
卸
売
基
準
の

二
百
七
十
円
で
は
な
く
、
工
業
製
品

基
準
の
二
百
四
十
円
と
な
る
。
も
ち

ろ
ん
現
実
の
相
場
は
、
日
銀
の
市
場

介
入
や
投
機
が
加
わ
る
か
ら
、
波
乱

含
み
の
推
移
を
み
せ
よ
う
が
、
潜
在

的
な
円
高
基
調
は
な
お
続
く
と
覚
悟

せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

し
か
し
日
本
か
食
料
な
ど
の
輸
入

を
自
由
化
し
、
誤
っ
た
低
成
長
政
策

を
改
め
た
場
合
、
あ
る
い
は
O
P
E

C
諸
国
が
石
油
価
格
を
大
幅
に
引
上

げ
た
り
、
欧
米
諸
国
が
対
日
輸
入
を

り
価
格
効
果
で
経

常
収
支
を
均
衡
さ

せ
る
の
だ
か
ら
、

価
格
弾
力
性
の
高

い
工
業
製
品
に
は

効
果
が
高
い
が
、

弾
力
性
の
低
い
一

次
産
品
に
は
効
果

が
薄
い
。
そ
こ
で

一
般
的
に
み
て
、

(

販
売
士
が
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す

標
示
登
録
制
度
実
施
中

厳
し
て
制
限
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
側."

適
正
レ
ー
ト
が
総
合
卸
売
基
準
の
円
.
"

一
.
"

安
方
向
に
転
じ
る
か
ら
、
今
後
の
内

外
情
勢
の
変
化
に
は
、
細
心
の
注
意
.一

.
"

を
払
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

,

昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
販
売
士
制
度
も
今
年
で
六
年

目
0

こ
の
間
、
全
国
で
約
八
万
名
も
の

販
売
士
が
誕
生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
活
躍
中
で
す
。

こ
の
度
日
本
販
売
士
協
会
で
は

販
売
士
制
度
を
再
需
t
る
と
と
も

に
、
消
費
者
に
対
し
て
も
、
販
売
士

と
い
う
小
売
販
売
の
専
門
家
の
い
る

店
で
あ
る
と
の
イ
メ
ー
、
ジ
ア
ツ
プ
を

は
か
る
目
的
で
「
販
売
士
の
い
る

ゞ
 
1
L
■

熊

十一言口設谷
Y
桝

区
 
1

'
、
9
ゞ
、

ー
、
、
゛

ノ見胎
;
,

ξ
,
'
ー

、

、

ユ

と

革
、
コ
÷
,
'
'
,
コ

一

、

、

,
y

」

イ
ミ

"

コ

伽

ι.
'

ゞ

才
レ
で
グ

畷
わ
制
、
め

羨
、
タ

剣
1

店
」
標
示
登
録
制
度
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

同
制
度
は
、
単
に
「
販
売
士
の
い

る
店
」
の
標
識
〔
右
〕
を
貸
与
す
る

だ
け
で
な
く
、
販
売
士
制
度
P
R
用

の
資
料
(
ス
テ
ッ
カ
ー
、
。
ハ
ソ
フ
レ

ツ
ト
な
ど
)
を
適
時
登
録
店
に
提
供

し
、
消
費
者
向
け
P
R
を
強
化
し
よ

う
と
の
ね
ら
い
も
あ
り
ま
す
。

同
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

は
当
所
検
定
係
(
T
E
L
⑳
六
ニ
ニ

二
代
)
ま
で
。

武

J
"
ト

气
、
'
壁

ι

一
゛

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
'
.
.
.
.
.
.
.

.
■
:
:
.
ノ
:
.
●
:
.

?

に
は
所
得
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

ロ
ロ
ロ
お
取
扱
い
口
口
■

▽
加
入
資
格

商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
所
の
役

員
及
び
従
業
員
と
そ
の
ご
家
族
の

方
で
年
令
六
十
五
才
六
力
月
ま
で

の
方

▽
契
約
期
問

各
加
入
者
ご
と
に
効
力
発
生
日
か

ら
向
う
五
年
間

▽
掛
金
払
い
込
み
方
法

掛
金
は
月
払
い
と
し
、
当
月
分
を

前
月
の
二
十
日
頃
に
金
融
機
関
の

ご
指
定
口
座
か
ら
自
動
振
替
に
ょ

つ
て
払
い
込
む
。

、

.

.

.

'
/
J
 
゛
/
Y

"

商
工
会
議
所
共
済
制
度
の
一

.

.

.
●
▲W

一
環
と
し
て
お
届
け
す
る
『
医
療

靴
保
険
』
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

泌
保
険
は
ガ
ソ
を
は
じ
め
と
t
る

一
一
一
成
人
病
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る

病
気
ま
た
不
慮
の
事
故
に
ょ
る

入
院
も
保
障
し
ま
す
か
ら
安
心

で
す
。
お
問
い
合
せ
は
当
所
共

済
係
(
担
田
石
田
)
ま
で
。

姻
ロ
ロ
ロ
五
つ
の
特
長
ロ
ロ
ロ

一
入
院
・
手
術
・
看
護
な
ど
幅

●
.
晶

.

.

.

広
い
医
療
費
の
補
償

.
"
'

.

.
'

ガ
ソ
や
成
人
病
だ
け
で
六

"
"
一韓

く
、
あ
ら
ゆ
る
病
気
や
不
慮

紳

の
事
故
に
ょ
り
入
院
し
た
と

紳

き
の
差
額
べ
ッ
ト
費
用
、

.

.
'

術
費
用
や
付
添
い
看
護
料
な

ど
医
療
費
の
患
者
負
担
を
補
償
し

ま
す
。

二
安
い
掛
金

医
療
保
障
、
死
亡
保
障
だ
け
を
目

的
と
し
た
新
し
い
無
配
当
タ
イ
プ

父

の
保
険
で
す
。
満
期
保
険
金

.

.

.

当
金
が
な
く
、
そ
れ
だ
け
掛
金
は

"
.
一

安
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

.

.

.

.

.

.

三
加
入
は
簡
単

医
師
に
ょ
る
診
査
は
な
く
、
告
知

.

.

.

.

.

.

だ
け
で
加
入
で
き
ま
す
。

.

.

.

.

.

.

四
法
人
掛
金
は
全
額
損
金
処
理

法
人
が
支
出
し
た
掛
金
は
す
べ
て

福
利
厚
生
費
と
し
て
損
金
に
計
上

で
き
ま
す
。

"
一
一
五
給
付
金
の
非
課
税

入
院
・
手
術
・
看
護
の
各
給
付
金

y

.
'
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埋上入幌しだとき

雪型蛤付金
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0
小
0
0
=
0
守
0
0
0
0
0
寺
寺
0
ψ
0
0
0
小
ひ
0
小
小
小
小
小
小
ず
0
小

凱
。
.
・
'
、
タ
.
"
・
誰
鸞
黙
誇
、
蕊
血

富
跨
ゆ
譲
玲
捻
一
習
.
拐
如
語
捻
玲
.
゛
捻
捻
捻
埒
、

^
還
付
の
申
告
は
お
早
め

昭
和
五
十
二
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の
期
間
は
、
昭
和
五
十
三

年
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税
を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に

な
っ
て
い
る
人
は
、
早
く
申
告
t
れ
ぱ
税
金
の
還
付
も
早
く
受
け
ら

れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
税
金
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
場
合
や
そ
の
申
告
の
仕
方

に
つ
い
て
船
知
ら
せ
し
ま
す
。

確
定
申
告
す
れ
ば

税
金
が
も
ど
る
人

国
特
定
の
寄
付
金
を
支
出
し
て
、
寄

付
金
控
除
が
受
け
ら
れ
る
人

四
原
稿
料
や
利
子
、
配
当
な
ど
の
収

入
が
あ
っ
て
そ
れ
ら
を
含
め
た
全

体
の
所
得
が
あ
ま
り
多
く
な
い
人

国
予
定
納
税
を
し
て
い
た
が
、
休
業

や
廃
業
な
ど
の
た
め
所
得
が
前
年

よ
り
大
幅
に
減
っ
た
人

日
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
で
、
雑
損
控
除
、

医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
な

ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

①
雑
損
控
除
・
・
・
・
・
・
災
害
や
盗
難
、
横

領
に
あ
っ
て
住
宅
や
家
財
に
損
害

を
受
け
た
場
合
に
、
そ
の
損
害
額

が
所
得
の
一
号
を
超
え
て
い
る

と
き
は
、
そ
の
超
え
て
い
る
部
分

の
全
額
か
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。

②
医
療
費
控
除
・
・
・
・
・
・
本
人
や
家
族
が

病
気
に
な
り
医
療
費
を
支
払
っ
た

場
合
に
、
支
払
っ
た
医
療
費
が
所

こ1

得
の
五
%
か
五
万
円
の
ど
ち
ら
か

低
い
方
の
金
額
を
超
え
て
い
る
と

き
は
そ
の
超
え
て
い
る
部
分
の
金

額
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。

③
住
宅
取
得
控
除
・
:
・
・
・
床
面
積
、
か
一

六
五
'
以
下
の
住
宅
を
新
築
し
た

り
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
場
合
に

新
築
・
購
入
し
て
か
ら
六
力
月
以

内
に
入
居
し
引
続
い
て
居
住
し
て

る
と
き
に
は
、
居
住
し
た
年
以

い降
三
年
間
に
わ
た
っ
て
、
各
年
分

の
所
得
税
の
額
か
ら
最
高
三
万
円

が
控
除
さ
れ
ま
す
。

⇔
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就

職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を

受
け
な
か
っ
た
人
。

、

確
定
申
告
書
に
添

付
を
要
す
る
最
類

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

③
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
場
合

建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
、
登
記

簿
謄
(
抄
)
本
、
住
民
票
の
写
し

た
だ
し
、
昭
和
五
十
年
分
、
五
十

一
年
分
の
確
定
申
告
の
際
に
、
こ
れ

ら
の
書
類
を
添
付
し
て
こ
の
控
除
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
改
め
て
添
付

t
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
生
命
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合

支
払
っ
た
生
命
保
険
料
が
一
契
約

に
つ
き
年
問
九
千
円
を
超
え
る
と

き
は
、
そ
の
支
払
保
険
料
の
証
明

書
⑤
損
害
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合

支
払
っ
た
保
険
料
の
証
明
書

⑥
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
の
方
が
申
告
す
る

場
合

勤
務
先
発
行
の
源
泉
徴
収
票

な
お
、
④
と
⑤
の
保
険
料
や
掛
金

で
、
既
に
年
末
調
整
の
際
に
給
与
所

得
か
ら
控
除
を
受
け
た
分
に
つ
い
て

確
定
申
告
を
す
る
と
き
、
申
告
書

に
添
付
し
た
り
提
示
す
る
こ
と
に
な

つ
て
い
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
般
的
な
も
の
は
炊
の
と
お
り
で
す

か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

①
雑
損
控
除
を
受
け
る
場
合

被
害
を
受
け
た
住
宅
や
家
財
の
損

害
な
ど
の
明
細
書

②
医
饗
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
改
め
て
添
付
し
な
く
て
も
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

還
付
金
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局
で

受
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

還
付
金
額
が
三
万
円
以
上
の
と
き
は

銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
に
振
込
ん
で

も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
t
o

有
好
倶
楽
部
よ
り

当
所
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、
二
月
十
六
日

か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
確
定
申
告
期
間
に
合

わ
せ
個
人
事
業
主
の
た
め
の
確
定
申
告
無
料
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

時
間
は
平
日
九
時
か
ら
五
時
、
士
曜
日
は
正

午
ま
で
で
す
。

な
お
申
告
締
切
時
期
に
な
り
ま
す
と
混
雑
し

ま
す
の
で
早
目
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
二
月
例
会

日
時
二
月
十
四
日
(
火
)

午
後
二
時
三
十
分
よ
り

講
師
商
工
中
金
本
店
経
営
相
談
所

次
長
間
宮
勇
雄

ぐ

る
と

一
手
に
す
る
の
が
退
職
金

一
で
す
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ソ
に
と
っ
て
感
慨
深
い
も
の
で
す
。

退
職
金
の
支
給
を
受
け
る
と
き
に

は
、
所
得
税
と
住
民
税
が
源
泉
徴
収

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
退
職
金
は
、
長

い
間
の
勤
労
の
対
価
で
あ
り
退
職
後

の
生
活
の
光
め
に
も
大
切
な
も
の
で

す
か
ら
、
所
得
税
や
住
民
税
は
他
の

所
得
と
分
離
し
て
課
税
さ
れ
る
な
ど

他
の
所
得
よ
り
は
軽
い
負
担
で
す
む

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
退
職
金
に
は
ど
の
く
ら

い
の
税
金
が
か
か
る
の
か
、
そ
の
あ

ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

▽
退
職
所
得
の
計
算

退
職
金
の
額
か
ら
、
退
職
所
得
控

除
額
を
差
引
い
た
残
額
の
二
分
の
一

ー
ー
ー
ー
ー

テ
ー
マ
(
仮
題
)

「
中
小
企
業
の
不
況
克
服
策
」

▽
第
三
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

日
時
二
月
二
十
三
日
(
木
)

午
前
九
時
ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ
美
加
ノ
原
C
・
C

会
費
同
好
会
会
員
一
名
に
付

三
0
0
0
円
谷
員
同

が
退
職
所
得
に
な
り
ま
す
。

こ
の
退
職
所
得
に
、
所
得
税
の
税

率
を
か
け
た
、
の
が
所
得
税
額
と
な

り
、
住
民
税
の
税
率
を
か
け
た
も
の

が
住
民
税
額
と
な
り
ま
す
。

マ
退
職
所
得
控
除
額

退
職
し
た
人
の
勤
続
年
数
に
応
じ

て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

6

ー
ー
ー
盲
1
-
ー
ー
、
ー
,
、
'

②
勤
統
年
数
が
二
十
年
を
超
え
る
と
す
。
従
っ
て
、
勤
統
三
十
五
年
で
退

き
職
し
た
人
は
、
退
職
金
が
ご
孟
0

(
勤
続
年
数
1
二
0
年
)
 
X
五
0
 
万
円
ま
で
な
ら
ば
、
税
金
は
か
か
ら

〔
お
願
い
)

現
在
、
友
好
倶
楽
部
で
は
、
五
十

三
年
版
『
会
員
の
し
お
り
』
の
作
成

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
先
に

送
付
し
た
調
査
表
の
未
提
出
の
方
は

至
急
に
当
所
有
好
倶
楽
部
事
務
局
ま

で
提
出
船
願
し
ま
す
。

K
者
は
五
0
0
0
巴

万
円
+
五
0
万
円
、
な
お
、
勤
続

年
数
に
一
年
末
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
一
年
に
切
上
げ
ま
す
。

例
え
ば
、
三
十
四
年
四
力
月
勤
務

し
た
人
が
退
職
し
た
場
合
の
退
職
所

退
職
金
と
税
金

、

■
:
●
.
●
:
.
●
●
.
Ξ
.
●
●
:
●
゛
:
.
●
●
:
●
●
:
●
●
:
'
●
:
●
●
.
●
●
風
:
'
●
.
Ξ
:
●
●
.
゛
.
●
尾
:
'
゛
;
:
●
●
.
■
:
●
●
:
.
●
●
帰
.
一
゛
.

す
。
従
っ
て
、
退
職
金
の
額
が
退
職

所
得
控
除
額
の
範
囲
で
あ
れ
ぱ
税
金

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

①
勤
続
年
数
が
二
十
年
以
下
の
と
き

勤
続
年
数
X
一
云
万
円

た
だ
し
、
こ
の
額
が
五
0
万
円
未

満
の
と
き
は
五
0
万
円
と
な
り
ま

す
。

,

:
●
●
:
.
●
.
゛
:
:
.
●
.
●
:
■
゛
●
雫
:
.
●
■
●
:
●
;
.

な
い
こ
と
に
な
り
ま
^
。

ま
た
、
退
職
者
が
在
職
中
に
け
が

な
ど
に
ょ
っ
て
障
害
者
と
な
り
、
そ

れ
が
直
接
の
原
因
で
退
職
し
た
と
き

は
、
通
常
の
退
職
所
得
控
除
額
に
、

更
に
-
0
0
万
円
を
加
算
し
た
も
の

が
退
職
所
得
控
除
額
と
な
り
ま
す
。

会
社
に
ょ
っ
て
は
、
退
職
金
を
計

算
す
る
た
め
の
勤
続
年
数
を
、
例
え

ば
、
試
採
用
期
問
中
の
見
習
社
員
で

あ
っ
た
期
間
は
含
め
な
い
で
、
正
社

員
と
な
っ
て
か
ら
の
期
間
だ
け
と
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

F
団

叱
8

白
2

又
0

福
5
'
即
)

大
3

医
(

上
2
県
4

得
控
除
額
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
ず
、
勤
続
年
数
は
一
年
未
満

の
端
数
を
切
上
げ
て
、
三
十
五
年
と

し
ま
す
。
次
に
、
勤
統
年
数
が
二
十

年
を
超
え
て
い
ま
す
か
ら
、
②
の
算

式
に
あ
て
は
め
左
す
と
、
会
干
五

年
1
二
十
年
)
 
X
五
0
万
円
十
五
0

0
万
円
n
 
ご

町
7

室
部
●

教
兵
L

木
原
E

八
橿
T

.

孟
0
万
円
と
な
り
ま

ー
ー
ー
員
1
f
1
-
,
ー

ね
原

、
つ
橿

南
W

駅
3

良
2

奈
1

鉄
2

国
)

部
鈴
鈴

退
職
所
得
控
除
額
を
計
算
す
る
と
き

の
勤
続
年
数
は
、
そ
の
退
職
金
の
支

払
を
受
け
る
人
が
、
そ
の
会
社
で
実

際
に
引
続
き
勤
務
し
た
期
間
に
ょ
っ

て
計
算
す
る
な
ど
、
一
定
の
計
算
方

法
が
税
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
(

園
西
N

学
"
0

キ
.

屋
市
L

士
良
E

本
21

富
奈
T
 
本
奈
T

第
良
L

部
E
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、
1
t
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
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ー
ー
、
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、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
、

今
度
は
学
園
前
に

ー
ー
、
、
、
、
、
 
t
 
t
 
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、

先
に
届
出
が
あ
っ
た
西
大
寺
地
区

と
大
宮
地
区
に
統
ミ
今
度
は
学
園

前
地
区
に
大
型
ス
ー
。
ハ
ー
が
進
出
す

る
届
出
が
先
月
十
九
日
付
で
当
所
に

提
出
さ
れ
た
。

当
所
で
は
こ
の
進
出
計
画
に
対
し

既
存
商
店
に
及
ぼ
す
影
縛
等
を
商
業

小
売
部
会
の
意
見
を
聞
い
て
検
討
、

影
響
が
あ
る
と
認
め
た
場
<
口
、
大
型

店
舗
等
出
店
対
策
協
議
会
に
お
い
て

調
整
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
出
店
計
画
概
要
は
次
の
通
り

一

ス

1

1

建
物
の
名
称

中
山
町
.
ハ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

(
仮
称
)

進
出

9

建
物
の
所
在
地

奈
良
市
中
山
西
一
丁
目
七
一
六
番

地
の
三
ほ
か

計

゛
一

建
物
の
所
有
者

出
口
禎
彦

主
な
出
店
者

大
阪
市
東
区
淡
路
町
二
丁
目
一
四

鞠
ニ
チ
イ
ほ
か
専
門
店

建
物
の
規
模

棟B

予
定
業
種
構
成

(
ニ
チ
イ
グ
ル
ー
プ
)

衣
料
品
、
服
飾
雑
貨
、
家
庭
日
用

口
叩
、
家
庭
電
器
、
イ
ソ
テ
リ
ア
、

食
料
品

(
テ
ナ
ソ
ト
専
門
店
)

衣
料
品
、
服
飾
雑
貨
、
文
化
用
品

食
料
品
そ
の
他

店
舗
面
積
内
訳

ニ
ハ
一
'

~
、

ニ
チ
イ

ニ
、

七
六
六
'

専
門
店

0
四
七
.
m

計
九
、

店
舗
運
営

イ
開
店
予
定
日

昭
和
五
十
四
年
四
月

口
営
業
時
刻

午
前
十
時
t
十
九
時

た
だ
し
年
間
百
二
十
日
に
限
り

二
十
時
閉
店

ハ
休
業
日
数

年
間
二
十
四
日

二
従
業
員
数

八
十
人
(
ニ
チ
イ
の
み
)

ホ
年
間
販
売
額

二
十
八
億
円
(
ニ
チ
イ
の
み
)

以
心
伝
心
と
い
う
語
は
禅
か
ら
来

た
語
で
、
文
字
や
経
典
に
ょ
ら
な
い

禅
宗
で
は
、
師
か
ら
弟
子
へ
の
法
の

授
受
は
、
心
か
ら
心
に
直
接
に
伝
え

る
以
外
に
な
い
と
い
っ
た
こ
と
か
ら

起
っ
た
言
葉
の
よ
う
で
あ
る
が
、
わ

が
国
で
は
、
こ
の
以
心
伝
心
が
コ
、
、
、

ユ
ニ
ケ
ー
シ
"
ソ
の
最
上
の
も
の
と

い
う
考
え
方
が
基
本
的
に
あ
る
よ
う

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
黙
っ
て
い
て
も
自
分

の
考
え
て
い
る
こ
と
、
言
い
た
い
こ

と
を
相
手
が
察
知
し
て
、
そ
れ
に
応

、

じ
た
行
動
を
と
っ
て
く
れ
る
と
い
う

、(

棟A

)
)
5
1
5
2
0
6

分

乙
外
(
屋
5
ち

内
う

区

,
(

6

一

ソ
さ
え
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
時
代

と
違
っ
て
、
今
日
の
よ
う
に
、
そ
の

範
囲
が
広
が
っ
た
現
代
で
は
、
こ
れ

を
十
分
に
行
う
こ
と
も
こ
れ
ま
た
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
な
か
で
少
し
で
も
よ
い

コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
"
ソ
を
す
る
に
は

ど
ぅ
し
九
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
大
切
な
の
は
接
触
密
度
を
高

め
て
親
近
感
を
持
た
せ
、
何
で
も
気

楽
に
話
し
ム
ロ
え
る
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
を
理
想
と
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
何
を
せ
ず
と
も
コ
、
、
、

ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
が
う
ま
く
い
け
、
ば

理
想
的
だ
が
、
長
く
つ
れ
そ
っ
た
仲

の
よ
い
夫
婦
な
ど
で
も
、
な
か
な
か

こ
う
は
う
ま
く
い
く
ま
い
0
 
ま
し
て

職
場
の
上
役
や
部
下
の
間
や
職
場
仲

間
の
間
で
は
む
り
な
こ
と
で
は
な
か

ろ
う
か
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し

一

構

.

一

(

こ
と
だ
。
こ
れ
に
ょ
っ
て
相
手
の
気

持
ち
や
考
え
方
も
あ
る
程
度
つ
か
め

る
0し

か
し
、
こ
れ
で
も
と
て
も
十
分

に
人
の
気
持
ち
な
ど
掴
み
き
れ
る
も

の
で
は
な
い
か
ら
、
よ
り
重
要
な
こ

と
は
、
目
的
に
応
じ
て
、
そ
れ
が
果

せ
る
よ
う
な
方
法
を
と
る
こ
と
で
あ

る
0

な
い
で
お
い
又
、
相
手
が
自
分
の
期

待
す
る
よ
う
に
行
動
し
な
い
と
、
あ

い
つ
は
気
が
き
か
な
い
と
か
、
察
し

が
悪
い
と
か
い
っ
て
不
満
を
口
に
す

る
者
が
多
い
。

随
分
と
自
分
勝
手
な
こ
と
と
思
う

か
、
そ
う
か
と
い
っ
て
、
こ
れ
が
一

鴫
.
、
、

般
の
風
潮
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
を
無

視
す
る
わ
け
に
も
い
か
ぬ
。

そ
う
な
る
と
、
い
や
で
、
相
手
の

気
持
ち
や
考
え
方
を
で
き
だ
け
理
解

し
て
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
"
ソ
を
行
わ

ね
ぱ
な
ら
ぬ
が
、
昔
の
よ
う
に
限
ら

れ
た
人
々
と
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
"

.

よ
う
に
思
い
こ
ん
で
い
る
の
か
、
自

分
の
ほ
う
か
ら
何
の
憙
表
示
も
し

大
阪
国
際
見
本
市
充,

出
品
御
案
内

申
込
み
は
今
月
二
十
八
日
ま
で

恒
例
の
大
阪
国
際
見
本
市
は
、
本

年
四
月
十
九
日
(
水
)
か
ら
四
月
三

十
日
(
日
)
ま
で
の
十
二
日
間
、
大

阪
国
際
見
本
市
港
会
場
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
見
本
市
に
は
、
内
外
貿
易
業

者
の
多
数
の
入
場
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
県
内
物
産
を
内
外
に
宣
伝
し
販

路
拡
大
の
た
め
絶
好
の
機
会
と
思
わ

れ
ま
す
。

出
品
申
込
は
今
月
二
十
八
日
ま
で

で
、
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
県
商

工
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

も
あ
れ
ば
、
命
令
と
か
説
得
の
よ
う

に
人
々
の
行
動
に
彰
響
を
及
ぼ
す
こ

と
を
目
的
に
し
九
も
の
、
あ
る
し
、

さ
ら
に
は
、
問
題
解
決
、
相
互
理

解
不
満
発
散
な
ど
を
目
的
と
し
た

亀
の
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
い
ろ

い
ろ
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を

効
果
的
に
達
成
t
る
に
は
方
法
も
違

う
か
ら
、
目
的
を
よ
く
意
識
し
、
そ

れ
に
合
わ
せ
た
方
法
を
と
る
こ
と

告
と
か
説
明
の
よ
う
に
九
ん
に
情
報

ケ
ー
シ
ョ

..
.
.
.

.

.

.

.

.

.

.

■
■
,.

.

8

最
近
の
わ
が
国
の

状
況
を
見
て
い
る
と

フ
ッ
と
浮
ん
で
く
る

言
葉
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
敗
戦
直
後
G
H

Ω
だ
っ
た
か
が
日
本

人
を
評
し
て
「
精
神

年
令
は
十
二
才
だ
」

三

店
店

本
支

こ
の
よ
う
に
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ソ
を
合
理
的
に
進
め
曇
叢
が
薄
い

う
え
に
、
船
互
い
の
も
た
れ
合
い
の

意
識
が
強
い
こ
と
が
、
わ
が
国
の
組

織
内
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
"
ソ
の
大

き
な
障
害
要
因
が
あ
る
よ
う
で
、
後

者
の
ほ
う
は
簡
単
に
は
正
せ
ぬ
か

ら
、
前
者
を
正
す
こ
と
で
、
全
体
を

よ
く
し
て
い
く
し
か
あ
る
ま
い
。

と
云
っ
た
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

人
知
の
発
達
過
程
を
簡
単
に
云
う

と
次
の
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
す
な

わ
ち
、
幼
児
は
、
自
分
の
家
か
ら
右

の
方
へ
行
く
と
ポ
ス
ト
が
あ
る
、
そ

し
て
そ
れ
を
通
り
す
ぎ
て
行
っ
た
と

こ
ろ
に
0
0
チ
ャ
ソ
の
お
家
が
あ
る

と
か
、
ま
た
、
家
か
ら
左
の
方
へ
ズ

ソ
ズ
ソ
行
く
と
広
い
通
り
と
の
四
つ

辻
が
あ
っ
て
、
そ
こ
を
左
へ
曲
っ
て

行
く
と
電
車
の
駅
が
あ
る
と
い
う
よ

う
に
、
自
分
や
自
分
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
な
っ
て
い
る
家
を
本
位
に
し
て
で

(

な
い
と
物
を
見
た
り
判
断
し
た
り
で

て
い
る
。
そ
の
結
果
対
立
す
る
利

き
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
れ
が

か
ら
の
利
己
主
義
や
派
閥
ま
た
は

成
長
す
る
に
従
っ
て
、
自
分
本
位
の

ゴ
、
さ

見
方
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
い
立
場

、
、

や
範
囲
か
ら
、
そ
の
中
に
い
る
自
分

こ

や
そ
の
他
の
人
々
ま
た
い
ろ
い
ろ
の
か
り
か
、
不
況
脱
出
へ
の
一
つ
突
破

物
の
位
置
や
関
係
を
正
確
に
見
た
り
口
と
考
え
ら
れ
た
輸
出
は
海
外
か
ら

判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
強
く
排
斥
さ
れ
か
ね
な
い
気
運
が
高

で
あ
る
。
ま
る
な
ど
、
内
憂
外
患
で
一
杯
と
い

う
の
が
最
近
の
状
況
、

望
ま
れ
る
精
神
的
成
長
ι
1
。

1
鳥

「
精
神
年
令
は
十
二
才
」
と
云
わ

れ
た
わ
が
国
は
、
そ
の
後
高
度
成

長
に
ょ
り
経
済
大
国
ま
で
発
展
し
た

と
い
う
の
に
、
一
般
庶
民
の
中
だ
け

で
な
く
政
治
、
経
済
、
学
問
等
の
分

野
の
指
導
者
層
の
中
に
さ
え
、
幼
児

的
な
自
己
本
位
の
言
動
が
目
立
つ
の

は
ど
ぅ
し
た
わ
け
が
。
さ
ら
に
悪
い

こ
と
に
海
外
で
さ
え
平
気
で
振
舞
っ

こ
の
危
機
を
抜
け

出
る
た
め
に
は
、
具
体
的
に
云
え

ば
、
た
と
え
ぱ
一
つ
の
小
さ
い
企
業

が
こ
こ
で
生
き
残
る
九
め
に
も
、
わ

が
国
が
世
界
の
孤
児
と
な
ら
な
い
た

め
に
も
、
自
己
本
位
の
思
考
を
脱
却

す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
精
神
的
大
人

へ
の
成
長
が
い
ま
こ
そ
必
要
な
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

中
小
企
業
診
断
士
井
上
誠
逸

.
ι

'

ー
、
1
鳥
1
無
,
}
、
,
蔦
'
盲
,
鳥
1
-

,

.

?
゛

一
一

樋
写
、
,
瓣
'
、

一
、

、

,

.

胃

、

、

:
巨
一
、

見
、

ゞ
・
、
=
・
・

一

ケ
ー
シ
ョ

.

一

、
「
=
豊
一
τ

一

り
.
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武
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第Ⅱ3号(第三種郵便物認可) 奈良会議所昌ユース昭和53年2月10B (毎月1回10H発行)
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ニ.

栄相互銀行

第Ⅱ3号(第三種郵便物認可)

信
近

1 人●使゛方 1

報

頼の大きさ・
電工の
術で式

よいコミュニケーション

をするには

どて集
'団

ろ 'エ.

か コ'

ま
す
ま
す 'エ.

深、
亥1 力
化
・小'

ιt
^

脈動
生命
技術
近電

9,047 (2,736)
(うち屋外621)

、"
}ノ

'吸し、成長する都市の、
テムをつくる
)^...。

は大きな信頼にこたえま゛。

とコ

5,609(1,697)

地
域

奈良市下三条町 8番地
大宮・大安寺・西大寺・学園前・東生駒・天理・郡山(大和小泉)
高田・桜井・橿原・五条・下市・上市・大阪(北区南森町)

社長野村萬

奈良会議所ニュース 昭和53年2月10日(毎月1回10日発行)

.^

^ノ

^ー

一』
゛,

^

'

^

^、
■'

吋'

た
コ

だ

、

0

コ.

;凸 '.^

作^盆竃三

が
π二'

電気'計装・空調・訪災・土木●取綺役社長周本繁一
宗良支店長倖井英夫

《
'、

敷地面積
建築面積
建築延床面積

ノ＼

面積店舗

4,720'a,428坪)

施設面積

3,071 ( 929)
10,746 (3,250)

4,572 (1,383)

1,490'(451坪)

企業と家庭に奉仕する

造
鉄骨鉄筋コソクリ
ート造り地下2階
地上2階建

(24の794

3,289 (995)

2,252 (681)

6,210'(1,879坪)

1,037 (314)
鉄骨鉄筋コソクリ
ート造り地下1階
地上3建塔屋1階建

3,865 a,169)
14,035 (4,245)
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ゞ
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雌
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▽
代
表
者
変
更

日
進
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
エ
業
鵠

新
山
口
希
八
郎
氏

大
和
ハ
ウ
ス
エ
業
腸
奈
良
支
店

新
鶴
田
栄
宏
氏

旧
中
西
政
男
氏

朔
喜
多
本
店
奈
良
支
店

新
池
内
龍
一
氏

旧
喜
多
君
子
氏

マ
住
所
変
更

美
松
産
業

新
奈
良
市
菅
原
町
西
町
六
六
二

旧
学
園
朝
日
町
ニ
ニ
ー
五

平
城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
セ
ソ
タ
ー
開

発
鵠

新
奈
良
市
山
陵
町
ニ
ハ
ハ
五

▽
社
名
変
更

新
鵠
奈
良
内
田
安
全
硝
子
店

旧
奈
良
内
田
安
全
硝
子
店

マ
鵠
オ
ク
ソ
ン
・
奥
村
茂
・
三
碓

町
三
ニ
ニ
ー
一
四
・
ミ
ス
タ
ー
ド
ー

ナ
ッ
ツ
・
⑮
四
六
二
七

マ
る
ー
む
工
芸
・
山
口
明
・
富
雄

元
町
二
1
三
三
一
・
家
具
販
・
⑬
二

七
工

▽
ゆ
き
・
浦
野
清
一
・
油
阪
東
町

四
六
0
・
飲
食
・
⑳
五
七
七
六

▽
志
津
香
・
藤
田
改
造
・
小
西
町
三

七
・
飲
食
・
⑳
八
0
二
九

マ
津
田
美
容
室
・
津
田
宗
・
小
西

町
・
美
容
・
⑳
四
九
三
六

マ
ユ
ニ
ー
春
日
・
射
庭
翆
雄
・
小
西

町
一
九
・
喫
茶
お
好
み
焼
・
⑳
四
九

三
二

マ
学
園
前
女
性
教
室
・
裏
野
尚
美
・

米
谷
町
八
三
三
・
編
物
手
芸
教
室
・

天
理
⑤
四
0
-
五

▽
金
星
商
店
・
金
星
寛
・
肘
塚
町

二
六
・
自
転
車
二
輪
車
販
・
⑳
三
三

三
九

▽
つ
ば
さ
管
工
腸
・
吉
川
善
雅
・
帝

塚
山
町
-
1
-
四
五
七
1
六
・
水
道

工
事
・
⑳
二
九
0
-

旧
丸
利
一
郎
氏

▽
ム
ラ
ヤ
マ
美
容
室
・
村
山
紀
代
子

芝
辻
プ
ラ
ス
町
三
・
美
容
全
般
・

⑳
四
九
四
六

▽
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
フ
ー
ヒ
ラ
ノ
・
平

野
一
正
・
法
蓮
立
花
町
二
七
九
・
薬

品
化
粧
品
販
・
⑳
五
四
八
0

マ
喫
茶
レ
ー
マ
ン
・
織
田
信
輝
・
尼

ケ
辻
町
一
丁
目
六
0
九
1
-
・
喫
茶

軽
食
・
@
三
二
九

マ
森
榮
商
店
・
森
本
榮
一
・
西
の
京

町
四
0
五
・
電
化
器
具
販
・
@
七
三

二
五

四
六
・
士
木
業
・
@
七
七
四
五

▽
東
川
設
備
・
東
川
貢
・
横
領
町

四
五
七
1
-
・
水
道
工
事
・
⑳
0
四

八
九

▽
上
谷
建
具
店
・
上
谷
好
一
・
西
九

条
町
一
〒
-
1
-
七
・
建
具
製
販

・
@
五
七
七
二

マ
菊
池
設
備
・
菊
池
正
興
・
南
京
終

町
七
四
三
1
-
・
水
道
工
事
・
@
ニ

四
三
五

▽
近
畿
防
災
設
備
工
業
・
五
十
嵐
祐

司
・
西
大
寺
高
塚
町
三
1
-
ハ
・
防

災
設
備
工
事
機
器
販
・
@
二
三
モ

マ
岡
三
証
券
腸
奈
良
支
店
・
久
保
田

悦
弘
・
上
三
条
町
一
三
1
四
・
、
証
券

業
・
⑳
四
0
0
-

マ
山
本
建
装
・
山
本
雅
章
・
西
大
寺

本
町
五
1
-
一
・
士
査
築
・
@
三

五
八

▽
前
野
商
店
・
前
野
昭
弘
・
南
京
終

町
四
1
三
五
9
二
・
教
材
教
具
販

@
四
一
九
八

▽
イ
ン
テ
リ
ア
愛
奈
良
店
・
谷
手
善

紀
・
瓦
堂
町
五
・
イ
ソ
テ
リ
ア
商
品

販
売
施
行
・
⑳
0
六
六
八

マ
勝
谷
モ
ー
タ
ー
ス
・
勝
谷
正
樹
・

今
市
町
-
ー
ハ
一
六
・
自
動
車
修
理

・
@
八
0
五
一

県
最
低
賃
金
を
改
正

こ
の
た
び
、
県
の
最
低
賃
金
が
次

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
(
同
賃
金
は
昭
和

五
十
二
年
三
月
二
十
二
日
よ
り
効

力
発
生
)

マ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業

改
正
最
低
賃
金
額

一
日
二
、
五
一
七
円
(
短
時
問
労

働
者
等
は
一
時
間
三
エ
ハ
円
)

マ
機
械
・
金
属
製
品
等
製
造
業
及
び

自
動
車
整
備
業

マ
垣
内
左
官
店
・
垣
内
忠
二
・
沓
掛

町
三
九
八
・
左
官
・
@
0
五
九
五

マ
奈
良
理
化
機
器
製
作
所
・
渡
部
正

男
・
学
園
南
二
1
七
1
-
四
・
理
化

学
機
械
器
具
製
・
⑯
六
四
八
0

マ
豊
田
組
・
豊
田
幸
雄
・
中
町
四
二

▽
囿
趣
味
園
・
竹
村
通
弘
・
西
大
寺

本
町
四
1
二
六
・
総
合
.
ヘ
ッ
ト
販
・

@
五
二
七
0

▽
ピ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
ラ
ク
ヨ
ー
・
沢

田
畷
一
・
十
輪
院
町
九
0
八
1
五
・

旅
館
・
⑳
五
五
三
八

▼
西
野
洋
服
店
・
西
野
仲
蔵
・
三
網

田
町
五
三
・
洋
服
仕
立
販
・
⑳
五

五
二
九

の
う

も
よ

の
し

な
ま

1

改
正
最
低
賃
金
額

一
日
二
、
五
二
二
円
(
短
時
間
労

働
者
等
は
一
時
間
三
一
六
円
)

▽
木
材
・
木
製
品
・
{
永
具
・
装
備
品

製
備
品
製
造
業

改
正
最
低
賃
金
額

W
製
材
工
・
運
転
手

一
日
四
 
0
八
五
円
(
短
時
間
労

働
者
等
は
一
時
間
五
三
円
)

同
そ
の
他
の
者

一
日
二
、
五
五
0
円
(
短
時
間
労

ヲ
ー

働
老
等
は
一
時
間
三
一
九
円
)

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
奈
良

労
働
基
準
局
ま
で
。

■
 
1

興
福
院

'
=
番
一

b

0

/
Υ

冬
椿
一
輪
袖
に
尼
寺
の
門

所議

尼
書
院
庭
に
小
春
の
蝶
放
つ

(
孝
^
十
五
日
t
六
月
二
日

▼
販
売
士
(
3
級
・
第
6
回
)

(
施
)
七
月
二
十
六
日

(
き
六
月
十
九
日
t
三
十
日

▽
販
売
士
(
2
級
・
第
6
回
)

(
施
)
十
月
四
日

(
き
八
月
二
十
八
日
t
九
月
八
日

マ
珠
算
(
第
触
回
)

(
施
)
十
月
二
十
二
日

念
又
)
九
月
十
二
日
1
二
十
九
日

▽
簿
記
(
第
朝
回
)

(
施
)
十
一
月
五
日

(
き
九
月
十
八
日
1
十
月
十
日

▽
計
算
尺
(
第
郭
回
)

(
施
)
十
二
月
三
日

念
ス
)
十
月
三
十
日
t
十
一
月
十

六
日

マ
珠
算
(
第
鮖
回
)

(
施
)
昭
和
五
十
四
年
二
月
四
日

(
受
)
十
二
月
四
日
1
 
-
月
十
三

笹
鳴
の
声
の
奥
に
て
佛
澄
む

黄
落
や
杉
戸
に
雉
子
の
瞳
燃
え

山
中
三
木

微
塵
な
き
尼
の
起
居
や
冬
椿

t

昭
和
五
十
三
年
度

1
各
種
検
定
日
程
表
1

マ
計
算
尺
靈
郭
回
)

施
行
日
六
月
四
日

受
付
期
間
五
月
十
日
t
十
九
日

マ
簿
記
(
第
娼
回
)

(
施
)
六
月
十
一
日

(
受
)
五
月
六
日
t
二
十
四
日

▽
珠
算
(
第
鰐
回
)

(
施
)
六
月
二
十
五
日

か
く

▽
販
売
士
(
1
級
・
第
6
回
)

(
施
)
二
月
二
十
一
日

念
ス
)
一
月
十
六
日
t
二
十
六
日

日

ノ
.

ミ会工

,
司
゛
＼

,
j
'

第、Ⅱ3号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース昭和53年2月100 (毎月1回10口発行)

白衣・事務服・作業服
(奈良県庁・奈良市役所指定業老〕

雛奈良ユニフォーム

第113号(第三種郵便物認可)

経営の合理化に

奈良市尼ケ辻町70-1
T枝L 奈良φ742)33{0255(代表)

トヨタの力

月づきわずかなりース料てトヨタの新車が
利用てきます。お気軽にご相談ください。

ース

工凱枡畍艶トヨ可レニ'qリース奈良噐玲御3

"Y、,^

(

Ijシ、
マ

^

関西電 カ(株)
支店長

リ

t

1圏

奈良会議所ニュース

ン ,
飛゛

車のご用、うけたまわります
トヨタのビジネスレンタ

必要なとき、必要な場所て、必要な車
ご利用い九だけます。お気軽にお電話

昭和53年2月10日(毎月1回10日発行)

-11-

^.".■^^N.!■^^直旦●匡^^●巨'●^^●邑冒里^^,血盧●^^●重'●^^'●NN^^直●匡晶^^邑.■■^^.

-10 -

ご自身の巣をもつということは・・・

、必要な晰司ナ紗
ださい。

0

C.ぞン《"
フレストラン

営業時間 9:舶~22:00
(ノ゛ブタイム 17:00~22:0の

.^旨..巨^^●圏●,^^盟匿●●^^昆●'●^^●昆●●^^●●■巨^^■■.,^^亜.写.^^....^^■..'^'

ボトルキープ

ニッカG&G 3,000円
スーパーニッカ4,000円
キングジョージ4,500円

奈良商工会議所会館地階

はみん
に使い

奈良支店
立花和夫

電気
大切



〔附録〕
第Ⅱ3号(第三種郵便物認可)

ーーー小企業を育て、地域を伸ぱす《経営のご相談は奈良商工会議所へ》ーーー

熊111§1讐^11^1^、1^il^.il^11^1^,1^、1^1佑1^1゛

奈良会議所ニュース昭和53年2月10日(毎月1回10日発行)

本融資制」度は、奈良商工会議戸斤の糸釜営才旨導を受けて寺釜営改善し、事業を発展させよ
うとお考えの方々に、玄、要なU、口の事業資金を、商工会議所会豆頁の推薦で国民金雨虫公
庫よ 1)無才旦イ呆・無イ呆証人でお貸しするものです。

小企業者等にもっとも有利な融資制度

◎ 貸イ寸対象/常H寺雇用する従業貝の数が、商業・サービス業では5 人以下、製造業そ
(注)環境1漸生業種(飲食店、の他では20人以下の企業であること。

理・美容店、クリーニング店など)の方は運転資金に限られます。尚、
設イ蒲資金については環境テ斬生金隔虫公庫の,ト企業設イ荷改善資金が受けられ
ます。

資金使途/設イ蕭資金・運転資金
貸イ寸β艮度額/250万円

率/年6,8 %
j斉期β艮/設イ蒲 3年以内し必要に応じ6ケ月以内の据謡きの耳又扱可) 上勾等イ賞還運転 2年6ケ月以内

キ旦保・保証人/不要(信用イ呆証協会のイ呆証もいりません)
貸出機関/国民金融公庫

<融資を受けるための条イ牛>
0以前から奈良商工会議所の兆呈営才旨導(手兇務才旨導・言帥長才旨導)
0最j丘1年以上、奈良市内で事業を営んでいる人。
0国民金融公庫のヲ仁融資対象業種(金融、イ呆険、キャ,ぐレー、
ないものである事。

0ネ兇金を完〒内していること。

②/
房倉②/@'fイ岡/告

1寒か/キタ動,毎/4,迅、/"切

ψ

奈良商工会議所
中,」、企業相談所

J

小企業者
④融女決定のお知らせ

◎推せん手続きに関する手数料などの費用
は一切不要です。

◎吊虫資決定イ髪イ賞還方法につき、才旨定金艮イテに
よる預金口座自動チ辰替による返済方法を
往U利用下さい。

0鄭゛堅0゛0鄭゛゛0鄭0鄭゛゛゛゛0途゛゛゛゛尋゛

(ヲ受イ寸・推せん機関

償遼銀行自動援芥・振込にて

を受けていること。

貸付

,ぐチンコ屋等)に属してい

書

国民金融
公庫

奈良商工会議所
中,い企業木目談所
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T630 奈良市登大三各田丁36の 2
電話⑳ 6222
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